
 令和 5年 11月 1３日 

  北九州市市民文化スポーツ局 

報道機関 各位 
 

北九州市立自然史・歴史博物館 外壁装飾の鉄板落下について 
 

１ 概要 

11月 12日（日）13：30頃、庁舎の管理業務を委託している職員が館外の見回りをして 

いた際、博物館北側の外壁に装飾してある鉄板が、博物館建物と歩道の間にある植え込み

箇所（通常人が足を踏み入れない場所）に落下しているのを発見した。落下した箇所は歩

道から約２．５ｍ離れており、けが人等の被害はない。なお、落下日時については、同日９時頃

の見回りの際には異常はなかったため、発見した 13時半頃までの間に落下したと思われる。 
 

２ 落下の原因 

  詳細な原因は調査中。 
 

３ 鉄板の形状等 

  サイズ  縦：８７ｃｍ×横：３15ｃｍ×厚さ：６ｍｍ 

  重 量  推定：約１3０Kg 
 

４ 応急処置 

建物壁面から約３ｍ以内、団体出入口～正面玄関までの範囲に警戒ロープを設置すると

ともに「立入禁止」の表示を行った。 
 

５ 今後の対応 

専門業者に緊急点検を依頼し、該当箇所の他の鉄板を取り除くなどの根本的な対応を調

査し、安全対策を実施する予定である。 
 

６ けが人等 

なし 
 

７ 施設について 

（１）名    称：北九州市立自然史・歴史博物館（いのちのたび博物館） 

（２）所 在 地：八幡東区東田二丁目 4番 1号 

（３）建築時期：平成 1３（２００１）年 3月竣工 
 

８ その他 

  博物館では、今年春から秋にかけて外壁（コンクリート部分）改修工事を実施したが、  

当該落下箇所については改修工事の範囲外のエリアであった。なお、令和 3 年度の法定点

検では異常はなかった。また、令和 5 年度の「市有建築物の外壁一斉点検（目視点検）」や

その後の庁舎管理業務委託職員による日々の点検でも、特段変化は見られなかった。 
 

９ 添付資料 

  落下した鉄板の位置及び写真 

 

 

 

【問い合わせ先】 

市民文化スポーツ局自然史・歴史博物館 普及課 

担当：田平、久保田 

TEL ０９３－６８１－１０１１ 



【参考】 


